
調査日 令和6年12月上旬

調査地域 小田原市、南足柄市、秦野市、足柄上郡、足柄下郡、中郡

全調査先数 当庫取引先318社

調査対象 当庫取引先313社

（製造業27.5%、卸売業10.9%、小売業16.6%、サービス業18.8%、建設業18.2%、不動産業8.0%）

有効回答率 98.4%

分析方法
とする企業の構成比との差（ＤＩ・判断指数）を中心にして分析を行いました。

　

各質問項目で、「増加（上昇）」したとする企業が全体に占める構成比と、「減少（下降）」した

第1９8回

中小企業景気動向調査（県西地区版）

令和6年10～12月期実績と令和7年1月～3月期見通し
≪特別調査≫2025年（令和7年）の経営見通し

前期（令和６年 ７月 ～ 令和６年 ９月期 実績）

今期（令和６年１０月～ 令和６年１２月期実績）

来期（令和7年 １月 ～ 令和7年 ３月期 予想）

業種別業況天気図（県西地区）

調 査 方 法

好調← →低調

改善 横這い 悪化

令和5年
10月～12月

令和6年
1月～3月

令和6年
4月～6月

前期
令和6年

7月～9月

総 合

製 造 業

卸 売 業

小 売 業

サービス業

建 設 業

不 動 産 業

今期
令和6年

10月～12月

来期見通し
令和7年
1月～3月
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業況DI

今期 来期

売上DI

今期 来期

収益DI

今期 来期

業況DI、売上DI、収益DIはそれぞれ大幅に改善

　前期比15.9ポイント改善の1.0となり、前回調査時の今期予想ＤＩである▲4.9を上回り、前年
同期ＤＩの3.9を下回りました。
　業種別では製造業、卸売業、小売業、サービス業、建設業は改善、不動産業は悪化となり
ました。
　また、来期については、9.3ポイント悪化の▲8.3となる見通しです。

　前期比14.7ポイント改善の16.6となり、前回調査時の今期予想ＤＩである11.7を上回り、前年
同期ＤＩの13.8も上回りました。
　業種別では製造業、小売業、サービス業、建設業は改善、卸売業、不動産業は悪化となり
ました。
　また、来期については、24.6ポイント悪化の▲8.0となる見通しです。

　前期比16.7ポイント改善の7.0となり、前回調査時の今期予想ＤＩである▲1.0を上回り、前年
同期ＤＩの0.0も上回りました。
　業種別では製造業、小売業、建設業は改善、卸売業、サービス業、不動産業は悪化となり
ました。
　また、来期については、18.2ポイント悪化の▲11.2となる見通しです。

地区別のDI
業況DI推移
業況DIはすべての地区で改善となりました。
また、来期の業況DIについては、小田原川東・中郡地区では
改善、それ以外の地区では悪化となる見通しです。

営業店のコメント
小田原中央地区
• 建設業や製造業（特に食品）では売上増加の見方の一方、
不動産業や卸売業については売上は横ばい・減少という予
想になっている。

• 観光関連の事業者は見通しが明るく設備更新にも旺盛だが、
小売業は度重なる仕入価格の高騰に価格転嫁が追い付か
ない状況である。

小田原川東・中郡地区
• 経費負担のみならず各種規制やコンプライアンス等、事業
運営自体の抜本的見直しが迫られる環境になっている。

• 製造業においては、自動車関連部品で受注減少が続く一
方で、半導体関連では受注量が増加または回復するなど、
製品により明暗が分かれる。

足柄上郡・秦野地区
• 今後繁忙期に向かう企業が多く、人手不足が深刻化すると
いう見通しを持つ。

• コスト増加への対策として、DX化や連携先の模索など、生
産性向上による利幅確保に取り組んでいる。

足柄下郡地区
• 観光地における飲食店や宿泊業は、紅葉等の観光客のハ
イシーズンに伴い、売上が増加傾向にある。

• 湯河原の観光業は11月が最も忙しい時期となるが、箱根・
熱海と比べてインバウンドを取り込めていないため、全体と
して昨年の90％程度の売上となる。

景 況

総 合
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業況 売上 収益
総合 業況・売上・収益DIの推移

業況DI・地区別推移

地　区 6.9 6.12 （前期比） 来期 （今期比）

小田原中央 ▲ 20.3 ▲ 2.4 18.0 ▲ 8.7 ▲ 6.4

小田原川東・中郡 ▲ 21.6 ▲ 1.9 19.6 0.0 1.9

足柄上郡・秦野 ▲ 13.1 ▲ 9.4 3.7 ▲ 13.8 ▲ 4.4

足柄下郡 ▲ 2.0 30.6 32.7 ▲ 10.2 ▲ 40.8

売上DI・地区別推移

地　区 6.9 6.12 （前期比） 来期 （今期比）

小田原中央 0.8 17.3 16.5 ▲ 4.7 ▲ 22.0

小田原川東・中郡 ▲ 2.0 19.2 21.2 ▲ 2.0 ▲ 21.2

足柄上郡・秦野 ▲ 3.6 2.4 5.9 ▲ 7.1 ▲ 9.4

足柄下郡 16.3 36.7 20.4 ▲ 24.5 ▲ 61.2

収益DI・地区別推移

地　区 6.9 6.12 （前期比） 来期 （今期比）

小田原中央 ▲ 13.7 9.4 23.2 ▲ 6.3 ▲ 15.7

小田原川東・中郡 ▲ 6.0 0.0 6.0 ▲ 11.8 ▲ 11.8

足柄上郡・秦野 ▲ 17.9 ▲ 5.9 12.0 ▲ 8.2 ▲ 2.4

足柄下郡 8.2 30.6 22.4 ▲ 28.6 ▲ 59.2
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設備投資の実
施状況につい
ては、「実施し

　　

原材料（仕入れ）価格DIは、前回予想ではほぼ横這いを見込んでいたものの、予想に反し13.6ポイン
トと大幅上昇の21.0となり、全業種で上昇する結果となりました。一方、販売等価格DIは、6.2ポイント
上昇の▲18.6となり、前回予想を上回りました。
なお、来期については、原材料（仕入れ）価格DIは5.0ポイントの低下、販売等価格DIは2.0ポイントの
上昇を見込み、収益面のプラス要因になりそうです。
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今期の設備投資の実施状況については、「事
業用土地・建物」・「機械・設備の新・増設」は増
加した一方で、「機械・設備の更改」・「事務機
器」・「車両」・「その他」は減少となりました。なお、
「実施しない」は増加し、設備投資意欲は低下
しました。
来期の設備投資の実施予定については、「車
両」・「その他」は増加となる一方で、「事業用土
地・建物」・「機械・設備の新・増設」・「機械・設
備の更改」・「事務機器」は減少する見通しです。
なお、「実施しない」は増加し、設備投資意欲は
低下する見通しです。

販売等価格ＤＩは前期比7.8ポイント上昇の
25.9となり、原材料（仕入れ）価格ＤＩは前期比
5.9ポイント上昇の56.4となりました。
なお、来期については、販売等価格ＤＩは
6.0ポイント低下の19.9となり、原材料（仕入
れ）価格ＤＩは9.5ポイント低下の46.9となる見
通しです。

在庫ＤＩは前期比2.4ポイント低下の3.2となり、
資金繰りＤＩは前期比3.4ポイント上昇の▲9.3
となりました。
なお、来期については、在庫ＤＩは前期比
0.8ポイント低下の2.4となり、資金繰りＤＩは4.6
ポイント低下の▲13.9となる見通しです。

残業時間ＤＩは前期比7.3ポイント上昇の9.9と
なり、人手ＤＩは前期比5.2ポイント低下の▲39.4
となりました。残業時間は増加し、人手不足感
は強まりました。
なお、来期については残業時間ＤＩは11.2ポイ
ント低下の▲1.3となり、人手ＤＩは3.9ポイント上
昇の▲35.5となる見通しであり、残業時間は減
少し、人手不足感は弱まる見通しです。
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事業用土地・建物 機械・設備の新・増設 機械・設備の更改 事務機器 車両 その他 実施しない

雇 用 雇用関連指数

設備投資

販売・仕入価格

在庫・資金繰り

設備投資の実施状況（複数回答、単位：％）

価格関連指標

在庫・資金繰り指標

好調← →低調

改善 横這い 悪化
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今期 来期

今期 来期

今期 来期

　業況DIは、前期比29.0ポイント改善の▲3.5となりました。なお、前回調査時の今期予想ＤＩである▲3.7を上回り、前年同期Ｄ
Ｉの15.5を下回りました。来期については3.5ポイント悪化の▲7.0となる見通しです。

業況DI・売上DI・収益DIはそれぞれ大幅に改善

業況ＤＩ

売上ＤＩ

収益ＤＩ
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44.2

37.2

30.2

26.7

25.6

原材料高

売上の停滞・減少

人件費の増加

利幅の縮小

工場・機械の狭小・老朽化

（複数回答、単位：％）

55.8

43.0

30.2

26.7

17.4

販路を広げる

経費を節減する

人材を確保する

新製品・技術を開発する

情報力を強化する

（複数回答、単位：％）

業況・売上・収益DI
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良い 変わらず 悪い業況DIの構成
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その他の指標推移
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受注残

経営上の問題点

当面の重点経営施策

製造業 業況・売上・収益DIの推移

景 況

製 造 業

好調← →低調

改善 横這い 悪化
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今期 来期

今期 来期

今期 来期

業況ＤＩ

売上ＤＩ

収益ＤＩ

業況DIは大幅に改善、売上DI・収益DIはそれぞれ大幅に悪化

　業況DIは、前期比17.1ポイント改善の0.0となりました。なお、前回調査時の今期予想ＤＩである0.0に対し横ばいで、前年同
期ＤＩの5.9を下回りました。来期については、5.9ポイント悪化の▲5.9となる見通しです。
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50.0
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14.7

14.7

販路を広げる

経費を節減する

人材を確保する

情報力を強化する

品揃えを充実する

機械化を推進する

（複数回答、単位：％）

41.2

38.2

35.3

29.4

29.4

売上の停滞・減少

同業者間の競争の激化

人手不足

利幅の縮小

仕入先からの値上げ要請

（複数回答、単位：％）

その他の指標推移

経営上の問題点

当面の重点経営施策
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前年同期比販売価格

卸売業 業況・売上・収益DIの推移

景 況

業況・売上・収益DI

卸 売 業

好調← →低調

改善 横這い 悪化
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前期（22年4～
6月期）比7.6ポ

今期 来期

今期 来期

今期 来期

業況ＤＩ

売上ＤＩ

収益ＤＩ

業況DI・売上DI・収益DIはそれぞれ大幅に改善

　業況DIは、前期比15.4ポイント改善の▲17.3となりました。なお、前回調査時の今期予想ＤＩである▲13.5を下回り、前年同
期ＤＩの▲10.2も下回りました。来期については、8.2ポイント悪化の▲25.5となる見通しです。
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業況 売上 収益小売業 業況・売上・収益DIの推移

景 況

40.4

34.6

32.7

30.8

28.8

売上の停滞・減少

利幅の縮小

人件費の増加

人手不足

仕入先からの値上げ要請

（複数回答、単位：％）

59.6

30.8

25.0

19.2

17.3

経費を節減する

品揃えを改善する

人材を確保する

宣伝・広告を強化する

売れ筋商品を取り扱う

（複数回答、単位：％）

業況・売上・収益DI その他の指標推移

経営上の問題点

当面の重点経営施策
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前期（22年4～
6月期）比7.6ポ

今期 来期

今期 来期

今期 来期

業況DIは大幅に改善、売上DIはやや改善、収益DIはやや悪化

　業況DIは、前期比14.8ポイント改善の27.1となりました。なお、前回調査時の今期予想ＤＩである7.0を上回り、前年同期ＤＩの
13.8も上回りました。来期については、32.2ポイント悪化の▲5.1となる見通しです。

収益ＤＩ

業況ＤＩ

売上ＤＩ

景 況
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材料価格の上昇

利幅の縮小

売上の停滞・減少

（複数回答、単位：％）

業況・売上・収益DI その他の指標推移

経営上の問題点

当面の重点経営施策
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販売等価格（「上昇」－「下降」）
資金繰り（「楽」－「苦しい」）
人手（「過剰」－「不足」）

-80

-60

-40

-20

0

20

40

3.12 4.3 4.6 4.9 4.12 5.3 5.6 5.9 5.12 6.3 6.6 6.9 6.12 来期

業況 売上 収益サービス業 業況・売上・収益DIの推移

サ ー ビ ス 業

好調← →低調

改善 横這い 悪化

67.8

45.8

28.8

25.4

16.9

人材を確保する

経費を節減する

販路を広げる

教育訓練を強化する

店舗・設備を改装する

（複数回答、単

位：％）
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前期（22年4～
6月期）比7.6ポ

今期 来期

今期 来期

今期 来期

業況DI・売上DI・収益DIはそれぞれ大幅に改善

　業況DIは、前期比8.8ポイント改善の8.8となりました。なお、前回調査時の今期予想ＤＩである▲5.4を上回り、前年同期ＤＩの
▲8.9も上回りました。来期については、7.0ポイント悪化の1.8となる見通しです。

業況ＤＩ

売上ＤＩ

収益ＤＩ

景 況

63.2

61.4

31.6

21.1

17.5

材料価格の上昇

人手不足

売上の停滞・減少

利幅の縮小

下請けの確保難

（複数回答、単位：％）

66.7

38.6

36.8

24.6

21.1

人材を確保する

販路を広げる

経費を節減する

情報力を強化する

技術力を高める

（複数回答、単位：％）

業況・売上・収益DI その他の指標推移

経営上の問題点

当面の重点経営施策

21.4

28.1

21.1

55.4

52.6

59.6

23.2

19.3

19.3

前期

今期

来期

良い 変わらず 悪い業況DIの構成

24.6

33.3

26.3

47.4

47.4

50.9

28.1

19.3

22.8

前期

今期

来期

増加 変わらず 減少
売上DIの構成

8.8

29.8

17.5

57.9

52.6

63.2

33.3

17.5

19.3

前期

今期

来期

増加 変わらず 減少収益DIの構成
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販売等価格（「上昇」－「下降」）
人手（「過剰」－「不足」）
受注残
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業況 売上 収益建設業 業況・売上・収益DIの推移

建 設 業

好調← →低調

改善 横這い 悪化
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前期（22年4～
6月期）比7.6ポ

今期 来期

今期 来期

今期 来期

業況DI・売上DIはそれぞれ大幅に悪化、収益DIは悪化

売上ＤＩ

収益ＤＩ

　業況DIは、前期比12.0ポイント悪化の▲24.0となりました。なお、前回調査時の今期予想ＤＩである▲24.0に対し横ばいで、
前年同期ＤＩの▲4.2を下回りました。来期については、12.0ポイント改善の▲12.0となる見通しです。

業況ＤＩ

景 況

業況・売上・収益DI その他の指標推移

経営上の問題点

当面の重点経営施策

20.0

16.0

28.0

68.0

40.0

52.0

12.0

44.0

20.0

前期

今期

来期

増加 変わらず 減少
売上DIの構成

12.0

16.0

28.0

64.0

48.0

56.0

24.0

36.0

16.0

前期

今期

来期

増加 変わらず 減少収益DIの構成
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原材料（仕入れ）価格（「上昇」－「下降」）
販売等価格（「上昇」－「下降」）
資金繰り（「楽」－「苦しい」）
在庫（「過剰」－「不足」）
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3.12 4.3 4.6 4.9 4.12 5.3 5.6 5.9 5.12 6.3 6.6 6.9 6.12 来期

業況 売上 収益不動産業 業況・売上・収益DIの推移

不 動 産 業

好調← →低調

改善 横這い 悪化

8.0

12.0

4.0

72.0

52.0

56.0

20.0

36.0

28.0

前期

今期

来期

良い 変わらず 悪い
業況DIの構成

48.0

44.0

32.0

28.0

24.0

販路を広げる

情報力を強化する

経費を節減する

宣伝・広告を強化する

人材を確保する

（複数回答、単位：％）

52.0

40.0

32.0

28.0

24.0

売上の停滞・減少

人手不足

利幅の縮小

同業者間の競争の激化

商品物件の不足

（複数回答、単位：％）
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貴社では、2025年の日本の景気をどのように見通していますか。（1つ回答）

2025年において貴社の売上額の伸び率は、2024年に比べておおよそどのくらいになると見通しています
か。（1つ回答）

貴社では、2025年の自社の業況（景気）をどのように見通していますか。（1つ回答）

（単位：％）

0.3 

2.2 

17.3 

43.5 

28.4 

6.4 

1.6 

0.3 

非常に良い

良い

やや良い

普通

やや悪い

悪い

非常に悪い

無回答

（単位：％）

（単位：％）

問１

問２

問３

0.6 

1.9 

12.8 

22.7 

38.7 

13.1 

8.6 

1.0 

0.6 

0.0 

30％以上の増加

20～29％の増加

10～19％の増加

10％未満の増加

変わらない

10％未満の減少

10～19％の減少

20～29％の減少

30％以上の減少

無回答

特別調査 2025年（令和7年）の経営見通し

0.6 

1.3 

8.9 

34.5 

41.9 

10.5 

2.2

0.0 

非常に良い

良い

やや良い

普通

やや悪い

悪い

非常に悪い

無回答

増加 ：38.0％

変わらない：38.7％

減少 ：23.3％

良い ：10.9％

普通 ：34.5％

悪い ：54.6％

良い ：19.8％

普通 ：43.5％

悪い ：36.4％
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貴社は、脱炭素化に向けて、信用金庫業界に対して期待する取組みはありますか。（1つ回答）

貴社では、自社の業況が上向く転換点をいつ頃になると見通していますか。（1つ回答）

また、貴社は、信用金庫業界が地域のために積極的に以下の脱炭素化に向けた取組みを行っていることを知っ
ていますか。（1つ回答）

21.1 

11.2 

22.7 

12.1 

6.7 

3.8 

21.1 

1.3 

すでに上向いている

6か月以内

1年後

2年後

3年後

3年超

業況改善の見通しは立たない

無回答

（単位：％）

21.4 

21.4 

12.1 

3.2 

2.2 

2.2 

1.6 

33.2 

2.6 

事例の紹介

行政からの支援内容の紹介

設備導入支援

省エネ診断

CO2排出量の算出

削減計画の策定

サステナブルファイナンス

特にない

無回答

（単位：％）

問４

問５

• 2025年の日本の景気については、物価高等の影響を加味してかやや悪いと回答する事業者が多かった。

一方で自社の景気については、回答している日本全体の景況感よりも一段良い「普通～やや良い」と回

答する事業者が多かった。

• 信用金庫業界で取り組む事例があまり認知されておらず、また脱炭素化への取組みへの関心が低い事業

者が多く、脱炭素についての啓蒙活動が必要であると感じる。

特別調査に関する営業店のコメント

脱炭素化に向けた信用金庫業界の取組みの事例

情報提供：コスト削減事例の紹介、行政からの支援内容の紹介

現状把握：ＣＯ２排出量の算出サービスの紹介

計画策定：省エネ診断の紹介、ＣＯ２排出量削減計画の策定支援

対策実行：ＬＥＤ・高効率空調・太陽光発電の導入支援

資金供給：サステナブルファイナンス（ＳＤＧｓ・脱炭素化対応融資）

24.9 

70.3 

4.8 

知っている

知らない

無回答
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